
叩
月
刊
日
「
第
泊
固
ま
つ
り
岡
垣
」
ガ
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

J
R
海
老
津
駅
か
ら
の
会
場
の
サ
ン

リ
l
ア
イ
ま
で
の
パ
レ
ー
ド
に
は
「
こ
ど
も
み
こ

し
」
を
は
じ
め
十
八
団
体
、
約
千
名
の
方
ガ
参
加

さ
れ
、
盛
大
な
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
と
な
り
ま
し
た
。

会
場
で
は
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
は
じ
め
、
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
六
十
庖
舗
が
並
び
、
町
内
外
か

ら
来
ら
れ
た
人
の
足
を
止
め
て
い
ま
し
た
。
主
催

者
に
よ
る
と
約
二
万
人
の
人
ガ
こ
の
ま
つ
り
岡
垣

・

に
参
加
さ
れ
た
と
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

「
昨
年
も
来
た
け
ど
今
年
は
人
の
多
さ
に
ピ
ッ

ク
リ
、
見
て
回
る
の
に
も
大
変
で
し
た
。
で
も
フ

リ
l
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
い
い
買
物
が
で
き
た
の
で
良

か
っ
た
で
す
。
来
年
も
来
た
い
で
す
。
」
と
中
央
台

か
ら
こ
ら
れ
た
方
は
言
っ
て
い
ま
し
た
。

町の家計簿をチェ ック …2・3ページ

町民の暮らしに安心を………4ページ

遠賀郡4町の合併……………5ページ
委員会報告………...・ H ・..6・7ページ

一般質問……...・ H ・..……8.....，11ページ

視察研修・....................・・・・・・12ページ

FAX(093)282一刀32〒811-4233福岡県遠賀郡岡垣町野間1丁目1番1号 TEし(093)282-1211発行/岡垣町議会編集/議会広報委員会
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限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
に
配
分
• 

情報プラザ人の駅建設

( 6億461万円)

1てづタ

15年度

一般会計
主な施策の成果

タ
活
用

こども未来館建設

(9，070万同)

9
月
定
例
会
は
9
月
7
日
か
ら
幻
固
ま
で

の
幻
自
聞
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、
各
会
計
の

決
算
認
定
を
始
め
、
補
正
予
算
な
ど
の
審
議

を
行
な
い
ま
し
た
。

一
般
質
問
は
、
七
人
の
議
員
に
よ
っ
て
行

政
の
問
題
点
を
た
だ
し
ま
し
た
。

事
務
事
業
評
価
の
成
果
は

国

事
務
事
業
評
価
に
つ
い
て
の
評
価
は
さ
れ
た
の
か
、

ま
た
こ
の
制
度
導
入
に
よ
り
職
員
へ
の
負
担
は
な
か
っ

た
の
か
。

園

事
務
事
業
の
制
度
、
仕
組
み
に
つ
い
て
は
評
価
し

て
い
る
が
、
凶
年
度
か
ら
の
取
組
み
な
の
で
ま
だ
改
善

す
べ
き
と
こ
ろ
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
は
予
算
計
上
別
に

成
果
表
を
出
し
て
い
た
が
、
第
4
次
総
合
計
画
を
実
施

し
て
い
く
中
で
各
項
目
ご
と
に
達
成
率
を
か
か
げ
、
そ

の
達
成
し
て
い
く
た
め
の
手
法
と
し
て
評
価
シ
l
ト
に

よ
っ
て
評
価
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。
職
員
の

負
荷
に
つ
い
て
は
、
こ
の
制
度
が
ま
だ
確
立
さ
れ
て
い

な
い
。
職
員
に
も
負
荷
が
か
か
っ
て
い
る
。

国

事
務
事
業
評
価
制
度
の
導
入
に
つ
い
て
は
評
価
す

る
。
し
か
し
住
民
が
納
得
で
き
る
よ
う
な
制
度
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

園

よ
り
確
か
な
も
の
に
す
る
に
は
評
価
基
準
の
あ
り



議会費

1億3，221万円

IT学習の環境整備

(958万円)

教育費
6億4，778万円

諸支出金・その他
6億6，297万円

『、

消防費
3億8，608万円

土木費
12億6，918万円

農業機械補助

(81万円)

町営住宅建設

( 2億4，505万円)

方
が
課
題
で
あ
り
、
チ
ェ
ッ
ク
機
能
に
つ
い
て
も
む
ず

か
し
い
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
か
ら
の
検
討
課
題
で
あ
る
。

固

こ
の
制
度
は
岡
垣
町
独
自
の
制
度
な
の
か
、
ま
た

目
的
は
何
な
の
か
、
郡
内
の
状
況
は
。

園

こ
れ
は
岡
垣
町
独
自
の
制
度
で
あ
り
、
郡
内
で
は

岡
垣
以
外
で
は
実
施
し
て
い
な
い
。
目
的
に
つ
い
て
は

効
率
的
、
効
果
的
な
事
業
の
運
営
を
行
な
っ
て
い
く
た

め
で
あ
る
。

-平成15年度各会計の決算額

歳入額 歳出額 差引額

一 般 ~ 、 計 83億9，652万円 81億2，122万円 2億7，530万円

国民健康保険事業 25億9，600万円 27億1，783万円 ム 1億2，183万円

老人保健事 業 37億5，781万円 37億2，057万円 3，724万円

住宅新資金等貸付事業 358万円 420万円 ム62万円

公共下水道事業 20億2，307万円 18億9，427万円 1億2，880万円

農業及び漁業集落排水事業 4億8，947万円 4億6，884万円 2，063万円

水道事業会計(収益的収支) 5億1，642万円 4億7，780万円 3，862万円

q (資本的収支) 1億7，400万円 2億8，281万円 ム 1億881万円

三口為 計 179億5，687万円 176億8，754万円 2億6，933万円



特
別
会
計
を
探
否

水
害
の
現
地
視
察

国
民
健
康
保
険
事
業

一
億
二
千
万
円
の
歳
入
不
足

(
赤
字
)
を
生
じ
、
四
年
度
の

国
民
健
康
保
険
事
業
か
ら
繰
上

充
用
し
た
。
国
民
健
康
保
険
財

政
は
今
後
も
医
療
費
等
の
増
加

が
見
こ
ま
れ
厳
し
い
状
況
に
な

る
と
予
測
さ
れ
、
今
後
は
保
険

事
業
の
強
化
、
町
民
の
健
康
増

進
と
医
療
費
の
減
少
に
努
力
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

国

国
保
会
計
に
つ
い
て
は
、

一
般
会
計
か
ら
の
繰
出
金
が
年
々

増
加
し
て
い
る
が
そ
の
額
は
。

園

今
年
は
二
億
一
千
万
円
、

昨
年
は
一
億
七
千
万
円
繰
出
し

て
い
る
。

固

こ
れ
か
ら
先
も
繰
出
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

う
が
、
対
策
は
考
え
て
い
る
の

カ

e去会
~ 

，む
を

園

現
在
、
収
入
未
済
額
が
三

億
五
千
万
円
あ
り
、
こ
れ
は
倒

産
や
不
況
等
の
影
響
で
増
加
し

て
い
る
。
町
と
し
て
は
滞
納
処

分
の
実
施
、
シ
ス
テ
ム
の
変
更

な
ど
で
努
力
し
て
い
る
。

老

人

保

健

事

鍵

医
療
費
の
公
費
負
担
割
合
が

変
更
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
一

千
二
万
円
、
約
0
・
三
パ
ー
セ

ン
ト
減
と
な
っ
て
い
る
。
歳
出

額
を
前
年
度
と
比
較
す
る
と
、

凶
年
目
月
の
老
人
保
健
制
度
の

改
正
に
伴
い
、
受
給
対
象
年
齢

の
引
上
げ
、
負
担
金
の
見
直
し

等
に
よ
っ
て
三
千
四
七
二
万
円
、

約
0
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
滅
と
な
っ

て
い
る
。

住
宅
新
築
資
金
等

貸
付
事
業

歳
入
で
六
一
万
四
千
円
の
不

足
が
生
じ
、
同
年
度
か
ら
繰
上

充
用
し
、
不
足
を
補
て
ん
し
て

い
る
。公

共
下
水
道
事
業
、

農
業
及
び
漁
業
集
落

排
水
事
業

下
水
道
整
備
区
域
内
の
人
口

は
二
万
二
千
コ
二
五
人
で
普
及

率
は
七
一

・
一一一パ
ー
セ
ン
ト
と

な
っ
て
い
る
。
水
洗
化
率
は
九

六
・

一
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。

建
設
工
事
で
は
士
口
木
汚
水
中
継

ポ
ン
プ
場
。
岡
垣
町
浄
化
セ
ン

タ
ー
建
設
工
事
を
3
ヶ
年
の
継

続
事
業
と
し
て
実
施
し
て
い
る
。

農
業
集
落
排
水
事
業
で
は
水

洗
化
人
口
八
三
五
人
、
水
洗
化

率
五
三
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ

て
い
る
。

前
年
度
よ
り
約
二
万
七
千
立
方

メ
ー
ト
ル
減
の
三
五

O
万
立
方

メ
ー
ト
ル
と
な
っ
て
い
る
。
財

政
状
況
に
つ
い
て
は
二
千
八
九

八
万
円
の
純
利
益
と
な
っ
て
い

る
。
事
業
内
容
は
黒
山
水
源
の

設
備
改
良
工
事
な
ど
を
実
施
し

た。

水

道

事

業

会

計

給
水
戸
数
は
前
年
度
よ
り
一

六
一
戸
増
の
一
万
七
七
二
戸
と

な
っ
て
い
る
。
年
間
配
水
量
は

下水道の普友率は71%となった



日
月
お
日
、
第
3
回
臨
時
会

に
お
い
て
4
町
合
併
協
議
会
の

廃
止
議
案
が
上
程
さ
れ
、
可
決

し
、
日
月
白
日
に
解
散
と
な
っ

平成 16年

9月定例会で決まりました

た
。議

会
で
は
、
平
成
日
年
5
月

か
ら
「
合
併
に
関
す
る
調
査
特

別
委
員
会
」
を
設
置
し
、
合
併

協
議
会
委
員
か
ら
の
報
告
、
提

案
を
受
け
な
が
ら
調
査
、
研
究

を
行
っ
て
き
た
。

今
年
7
月
幻
日
、
第
2
回
臨

時
会
に
上
程
さ
れ
た
住
民
投
票

条
例
の
制
定
議
案
を
全
員
賛
成

で
可
決
し
、
こ
れ
に
よ
り
9
月

5
日
に
合
併
の
可
否
を
問
う
住

民
投
票
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
反

対
票
が
賛
成
票
を
上
回
る
結
果

と
な
っ
た
。
町
長
は

9
月
議
会

で
こ
の
結
果
を
尊
重
す
る
と
の

報
告
を
さ
れ
、

9
月
日
日
の
第

お
回
合
併
協
議
会
に
て
岡
垣
町

脱
退
の
表
明
を
行
い
、
日
月
7

日
事
実
上
の
解
散
と
な
っ
た
。

議
会
で
は
賛
否
い
ろ
い
ろ
な

意
見
が
あ
っ
た
が
、
岡
垣
町
が

独
自
の
道
を
歩
む
こ
と
が
決
定

し
た
以
上
、
財
政
の
厳
し
い
な

か
、
議
会
と
行
政
が

一
体
と
な
っ

て
住
民
福
祉
の
向
上
に
努
め
て

い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

4町合併協議会の廃止が決定

イキ 名 審蛾結果

15 隼度 決 • 
王子成15年度 関塚町一般会計歳入歳出決算認定について 賛成多数

平成15年度 岡垣町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決
全員賛成

算認定について

平成15年度 岡垣町老人保健毒事業特別会計歳入歳出決算認、
会員賛成

定について

平成15年皮 肉援町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入
全員賛成

歳出決算認定について

王子成15年度 持主豆町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算
会食事寄成

認定について

王子波15若手夜 間t豆町農業及び漁業集落排水事業特別会計歳
詮賞賛成

入歳出決算認定について

平成15年度 岡域防水道事業会針決算認定について 会員賛成

補 正 予 • 
平成16年度 岡垣町一般会計補正予算〈第3'"号) 全員賛成

平成11)年度 岡垣町水道事業会計補正予算(第 1号ト 会主要賛成

~ 

人 事 案 件、
r 

，. 

岡垣町固定資産評価審査委員会委員の選佳について 会員賛成

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 会員賛成

契 約 実 件
4・

官求書事4汚水幹線(その 3)管渠築造工事務負契約につい
会員賛成

て

， 
情 願

、‘

地方財数の充実・強化を求め態見書の提出に関する翁願書 全員賛成

意 見 書 、¥

地方財政の充実 強化を求め意党望書 全員賛成

郵政事業の民営化に隠する意見欝 全員賛成

陳 情

隠議町の障害手児学重量保育 (仮称)設立のお駁い 会員賛成

郵政事業の民営化に関する意見事警提出の陳情書 会員賛成

報 告

平成15年度 問土壁面T-紋会計継総章者精算報告著書
「、t民

報 告

平成15年 度総m法人隠垣サンリーアグ管理公社決算報告
報 告

について

B‘ 



告||報||会(
総
務
常
任

委
員
会
で
、

P
F
I
(
司
平

司白・

8
司
自
白
口
口
由

-Eggo)に

つ
い
て

8
月

m日
、
調
布

市
を
訪
問
、

視
察
研
修
を

行
っ
た
。

総務常任委員会

E
 

供
用
開
始
さ
れ
て
い
る
調
布

市
(
調
和
小
学
校
)
を
選
定
・

研
修
地
と
し
た
。
学
校
施
設
整

備
に
先
進
的
に

P
F
I
の
手
法

を
取
り
入
れ
た
経
緯
に
つ
い
て

研
修
し
た
。

1
財
政
面
で
は

小
学
校
の
統
廃
合
に
伴
う
学

校
施
設
建
設
の
計
画
の
過
程
で
、

地
域
の
声
を
活
か
し
た
案
を
ま

と
め
、
設
計
完
了
。
財
源
調
達

が
厳
し
く
い
っ
た
ん
は
先
延
ば

し
を
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
が
、

法
成
立
の
前
後
か
ら
研
究
会
の

か
た
ち
で

P
F
ー
に
よ
る
事
業

の
執
行
を
検
討
さ
れ
た
。

一
時
的
な
財
政
負
担
を
理
由

に
必
須
の
事
業
を
断
念
す
る
、

先
延
ば
し
す
る
等
が
許
さ
れ
な

く
な
っ
た
と
こ
ろ
か
ら

P
F
I

政
担
当
者
と
の
協
議
や
実
際
に

管
理
運
営
に
あ
た
っ
て
お
ら
れ

る
方
々
と
も
お
会
い
し
て
研
修

を
し
て
き
た
。

又
、
当
日
は
施
設
で
障
害
児

の
方
々
を
保
育
さ
れ
る
状
態
も

見
学
し
ま
し
た
が
、
管
理
運
営

に
あ
た
る
方
々
の
ご
苦
労
に
つ

い
て
も
察
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

文教厚生常任委員会

東京都調布市を視察

に
よ
る
取
り
組
み
に
な
っ
た
と

言
え
る
。
と
同
時
に
負
担
は
あ
く

ま
で
も
負
担
で
、
一
時
的
な
負
担

は
軽
減
さ
れ
て
も
長
期
的
な
負

担
は
あ
る
の
で
、
事
務
事
業
と
財

政
の
長
期
計
画
が
確
立
さ
れ
な

け
れ
ば
安
直
に

P
F
I手
法
を

取
っ
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

2

公
的
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

「
民
間
の
競
争
原
理
を
公
的

サ
ー
ビ
ス
に
。
民
間
の
力
を
借

り
て
。
」

公
の
行
う
サ
ー
ビ
ス
の
中
で
、

収
益
的
事
業
、
受
益
者
負
担
の

伴
、
っ
事
業
で
は
民
の
。
収
益
を

伴
わ
な
い
事
業
に
つ
い
て
は
公

の
。
こ
の
住
分
け
が
、
こ
れ
か

ら
の
自
治
体
聞
の
競
争
(
比
較

住
民
満
足
度
)
で
の
優
劣
を
決

め
る
と
思
わ
れ
る
。

首
長
、
議
会
の
手
腕
が
問
わ

れ
る
時
代
に
な
っ
た
と
言
っ
て

8
月
口
日
か
ら
2
日
間
、
行

政
視
察
と
し
て
、
滋
賀
県
近
江

八
幡
市
と
大
阪
府
生
野
区
に
委

員
会
活
動
の
一
環
と
し
て
、
研

修
に
行
っ
た
。

近
江
八
幡
市
で
は
「
子
育
て

支
援
と
家
庭
教
育
」
に
つ
い
て

先
進
地
と
し
て
の
施
策
内
容
や

そ
の
成
果
に
つ
い
て
研
修
し
、

も
過
言
で
は
な
い
。

公
の
施
設
、
公
の
サ
ー
ビ
ス

が
調
和
小
学
校
に
見
る
よ
う
に
、

住
民
の
求
め
に
よ
っ
て
複
合
的

に
機
能
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
っ
て
き
て
い
る
今
、
従
前
の

縦
割
り
の
行
政
で
は
対
応
で
き

な
く
な
っ
て
、
施
設
の
建
設
・

運
用
・
維
持
管
理
ま
で
民
間
に

委
ね
て
そ
の
コ
ス
ト
を
税
で
ま

か
な
う
一
つ
の
手
法
と
し
て

P

F
I
を
位
置
付
け
る
な
ら
、

P

F
I
は
、
「
事
務
事
業
評
価
」

の
成
果
の
検
討
と
新
し
い
住
民

要
望
を
基
に
、
「
ス
ク
ラ
ッ
プ
」

を
前
提
と
し
て
、
「
ピ
ル
ド
」

と
い
う
新
規
事
業
に
取
り
組
ん

で
行
け
る
可
能
性
を
も
っ
た
手

法
と
言
え
る
。

し
か
し

P
F
ー
あ
り
き
で
事

業
を
進
め
て
行
く
と
、
更
な
る

財
政
の
硬
直
化
と
、
財
政
の
無

責
任
化
を
進
め
る
こ
と
に
な
る
。

当
町
で
こ
れ
か
ら
取
り
組
む

事
業
と
し
て
、
中
学
校
立
替
、

道
の
駅
、
幼
・
保
・
老
の
複
合

施
設
、
駅
周
辺
整
備
、
公
営
住
宅

建
設
等
の
な
か
、

P
F
I
の
手

法
を
導
入
す
る
と
す
れ
ば
、
事

業
計
画
の
基
本
姿
勢
を
確
立
し

て
長
期
的
視
野
に
立
っ
て
取
り

組
ま
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

委

員

長

曽

宮

良

膏

手をつなぐ親の会との懇談会

実
現
に
向
け
て
フ
ォ

ロ
ー
し
て
い
く
こ
と

を
確
認
し
て
い
る
。

日
月
ロ
日
に
は
陳

情
者
と
の
協
議
会
を

開
催
し
、
実
現
に
向

け
て
家
族
と
議
会
が

更
に
、
努
力
し
あ
う

こ
と
に
つ
い
て
話
し

a 
謂布市議会議長から調布市の概要説明を豊ける
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6
月
議
会

で
住
民
の
方

か
ら
、
障
害

児
学
童
保
育

設
立
の
陳
情

書
が
提
出
さ

れ
た
。こ

の
陳
情

書
が
当
委
員

会
に
付
託
さ

経
済
建
設

常
任
委
員
会

は
平
成
問
年

8
月
剖
日

i

8
月
お
日
の

2
日
間
鹿
児

島
県
日
置
郡

野
田
町
と
伊

れ
た
の
で
、
こ
の
事
件
に
つ
い

て
精
力
的
に
調
査
、
研
究
を
行
っ

て
い
る
。

陳
情
者
と
の
審
査
会
で
は
、

ご
家
族
の
ご
苦
労
や
施
策
の
現

況
に
つ
い
て
把
握
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

休
会
中
の

7
月
日
日
に
は
、

既
に
取
り
組
ん
で
い
る
豊
前
市

に
調
査
・
研
修
に
赴
い
て
、
行

集
院
町
の
二
町
の
農
業
集
落
排

水
事
業
と
、
公
共
下
水
道
の
先

進
地
視
察
を
行
っ
た
。

第
一
日
目
は
野
田
町
の
農
業

集
落
排
水
事
業
を
視
察
し
た
。

こ
の
町
の
人
口
は
約
五
千
人
の

町
で
農
業
集
落
排
水
事
業
は
昭

和
臼
年
に
事
業
計
画
を
立
て
平

成
元
年
か
ら
実
施
し
た
が
、
そ

も
そ
も
事
業
認
可
基
準
が
一
千

人
と
い
う
中
で
四
千
六
二
一
人

の
計
画
人
口
で
始
め
た
。
こ
れ

は
日
本
一
の
規
模
で
あ
っ
た
。

近江八幡市の子育て支援について視察

今
後
の
議
会

活
動
に
大
い

に
役
立
て
た

い
と
委
員
一

同
で
強
い
気

持
ち
を
持
っ

て
い
る
。
二

日
目
の
大
阪

府
生
野
区
で

は
、
障
害
児

建
設
費
は
四
六
億
二
千
万
円
。

こ
れ
の
対
象
人
口
は
全
人
口

の
八
七
パ
ー
セ
ン
ト
残
り
十
三
一

パ
ー
セ
ン
ト
は
合
併
浄
化
槽
で

対
応
し
て
い
る
。
合
併
浄
化
槽

の
設
置
も
町
で
全
額
負

担
と
の
こ
と
で
あ
っ
た

0

7

現
在
の
全
体
の
整
備
率

視

は
平
成
日
年
度
で
九
七
・

川
一
パ
ー
セ
ン
ト
。
残
る

刀
整
備
は
(
合
併
浄
化
槽

業

事
業
)
は
平
成
同
年
度

持

計
画
の
十
五
基
を
も
っ

耕

て
終
わ
る
と
の
こ
と
。

集

使
用
量
は
、
基
本
料

艇

(
三
十
立
方
メ
ー
ト
ル
)

恥

二
千
五

O
O
円
、
今
後

四

の
課
題
、
問
題
点
は
、

!

管
の
老
朽
化
や
、
機
械

設
備
の
老
朽
化
に
よ
る

維
持
管
理
賓
が
多
く
な
っ

の
一
時
預
か
り
「
レ
ス
パ
イ
ト

サ
ー
ビ
ス
」
を
実
施
し
て
い
る
、

N
P
O
法
人
組
織
で
の
研
修
で

は
、
運
営
組
織
や
経
費
そ
し
て

問
題
点
等
に
つ
い
て
実
施
さ
れ

て
お
ら
れ
る
上
で
の
本
当
の
声

を
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
て
参
考

に
な
っ
た
。

当
委
員
会
で
は
住
民
の
熱
意

あ
る
陳
情
で
あ
る
事
を
認
識
し
、

た
。
ま
た
、
臭
い
の
問
題
も
あ

る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
小
さ

い
町
な
が
ら
、
早
く
に
農
業
集

落
排
水
に
取
り
組
ん
だ
の
で
河

川
の
浄
化
が
進
み
、
ま
た
家
庭

合
い
を
し
た
。

委
員
会
で
は
当
問
題
と
家
庭

教
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
、

調
査
、
研
究
を
精
力
的
に
実
行

し
、
担
当
業
務
の
役
割
と
責
任

を
充
分
に
果
た
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

委
員
長

大
堂

圃
:~‘ 
la:I 

生
活
も
快
適
な
生
活
が
送

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
の

こ
と
で
あ
る
。

察

第
二
日
目
は
伊
集
院
町

市

の
公
共
下
水
道
事
業
を
視

釦
察
研
修
し
た
。
こ
の
町
も

に
大
型
団
地
造
成
に
端
を
発

轄

し
昭
和
白
年
に
公
共
下
水

柑

道
事
業
を
決
定
し
た
。

下

整
備
率
は
七
九
・
六
パ
1

恥

セ
ン
ト
、
今
後
平
成
げ

親

日
年
で
整
備
完
了
し
平
成

伊

初
年
が
最
終
年
度
と
の
こ

と
。
建
設
費
は
平
成
日
年

度
で
百
二
十
一
億
三
千
百

八
万
七
千
円
、
現
在
の
課

題
、
問
題
点
は
、
野
田
町
と
同

様
、
施
設
が
古
い
の
で
今
後
、

維
持
管
理
費
に
金
が
か
か
る
こ

ど
で
あ
る
。委

員
長

山
田

隆

B‘ 
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障
害
者
に
優
し
い
町
づ
〈
り
を

計
画
の
見
直
し
を
実
行
す
る

固

障
害
者
の
実
態
把
握
を
確

実
に
し
て
い
る
の
か
。

圏

三
障
害
で
一
千
六
二
人
人

と
な
っ
て
い
る
。

固

障
害
者
施
策
の
基
本
と
な

る
計
画
害
が
、
法
改
正
な
ど
が

あ
り
現
状
に
合
わ
な
く
な
っ
て

地
域
防
災
計
画
改
定
に
つ
い
て

固

5
年
ぶ
り
に
改
定
さ
れ
た
、

地
域
防
災
計
画
の
相
違
・
改
善

点
は
何
か
。
ま
た
同
計
画
を
実

質
的
な
も
の
に
す
る
た
め
の
課

題
は
何
か
。

国

自

主

防
災
組
織
の
育
成
や
、

同
報
系
無
線
の
整
備
を
検
討
す

る。
相
違
・
改
善
点
は
、
避
難
場

所
に
岡
垣
サ
ン
リ
l
ア
イ
及
び

情
報
セ
ン
タ
ー
ー
人
の
駅
を
加

固
障
害
者
計
画
の
見
直
し
を

園

早
急
に
見
直
し
を
す
る

お
り
、
見
直
す
必
要
が
あ
る
が
。

園

早
急
に
見
直
し
た
い
。

国

住
民
と
の
「
協
働
」
に
よ

る
障
害
者
施
策
の
推
進
体
制
を

見
直
す
必
要
が
あ
る
が
。

国

関
係
者
で
検
討
し
た
い
。

固

障
害
者
の
在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
の
利
用
が
低
い
が
、

住
民
へ
の
周
知
徹
底
を
図
る
必

和男

え
た
こ
と
。
避
難
場
所
の
備
蓄

品
に
食
糧
を
加
え
た
こ
と
。
さ

ら
に
、
福
岡
県
が
新
た
に
指
定

し
た
災
害
危
険
箇
所
を
計
画
舎

に
反
映
し
た
こ
と
。
地
域
ぐ
る

み
で
対
応
で
き
る
自
主
防
災
組

織
の
育
成
を
計
る
こ
と
。
ハ
ー

ド
面
と
し
て
、
災
害
情
報
、
避

難
誘
導
、
災
害
復
旧
等
の
情
報

を
伝
達
す
る
手
段
と
し
て
、
同

報
系
無
線
の
整
備
を
行
う
こ
と

の
検
討
も
必
要
と
考
え
る
。

避
雛
場
所
の
学
校
施
設
改
善
を
!

固

災
害
発
生
時
の
避
難
場
所

に
指
定
さ
れ
て
い
る
学
校
施
設

7
校
の
う
ち
6
校
(
山
田
小
を

除
く
)
の
耐
震
化
を
計
る
よ
う

竹内

の 園 がのを 固 て 園 要
社 。交も住が
会 ノ 流 つ 障 民 町 あ
づ l 機と害へのる
くマ 会増者周情が
りラ をしの知報
にイ 設で杜し誌
もゼ け、会てな

l る健まいど
とシ ベ常加主を
努ヨ き者事行通
力 ン だと業九し

h
，b
o
、Axq'uo
、d
A
F
b
o
、AXリ
'o

何
度
も
質
問
し
て
指
摘
(
耐
震

基
準
設
定
前
の
建
物
で
あ
る
こ

と
。
)
し
て
い
た
が
ど
の
よ
う

に
な
っ
た
の
か
。

圏

実
施
計
画
の
中
で
、
検
討

的
に
も
低
い
実
態
に
あ
り
、
町

も
社
会
参
加
と
い
う
趣
旨
か
ら

も
、
積
極
的
に
進
め
る
必
要
が

あ
る
が
。

国

現
在
は
施
設
運
営
費
補
助

と
い
う
こ
と
で
支
援
し
て
い
る

が
、
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

国

公
共
工
事
入
札
制
度
で
も

障
害
者
を
雇
用
し
て
い
る
会
社

を
優
遇
す
る
制
度
が
広
が
っ
て

い
る
が
、
町
の
考
え
は
。

園

検
討
し
て
み
た
い
。

i

固

障
害
児
学
童
保
育
施
設
の

芯
'
b
T
A
9
h
v
a
yリ
9
2
v
a
?
b
f
d白t
k
v
a白，
b
T
A
x
y
o
e
d
9
b
f
d
o，岳
y
u
o
t
x
r
a白，
b
t
d
o，h
x
y
o
q
'
h
F占

会
計
が
赤
字
、
次
年
度
で
値
上

国

合
併
問
題
の
住
民
説
明
で
、

国

来
年
度
に
諮
問
す
る
よ
う

げ
か
。

合
併
す
れ
ば
値
上
が
り
す
る
、
考
え
て
い
る
。

園

す
で
に
3
月
2
日
の
本
会
合
併
し
な
け
れ
ば
値
上
が
り
し

平
成
日
年
度
の
国
保
特
別
会

議
、
同
3
日
の
連
合
審
査
で
、
な
い
よ
う
な
印
象
を
住
民
に
与

計
に
つ
い
て
は
、

一
億
二
千
万

次
年
度
は
国
民
健
康
保
険
税
を
え
た
。
こ
れ
が
住
民
投
票
で
賛
同
の
赤
字
で
あ
る
こ
と
を
報
告

否
に
非
常
に
大
き
な
影
響
を
与
し
て
い
る
。
来
年
度
に
も
国
民

え
て
し
ま
っ
た
と
も
言
わ
れ
て
健
康
保
険
運
営
協
議
会
へ
の
諮

い
る
。
今
、
税
制
改
正
に
つ
い
聞
を
行
わ
な
け
れ
ば
と
思
っ
て

で
は
、
現
在
、
調
整
中
で
あ
り
、
い
る
。

そ
の
結
果
に
よ
り
、
国
民
健
康

保
険
運
営
協
議
会
に
諮
問
す
る

と
し
て
い
る
が
、
諮
問
す
る
と

は
値
下
げ
を
す
る
わ
け
で
は
な

い
。
料
金
改
定
・
値
上
げ
の
諮

問
す
る
と
い
う
こ
と
だ
と
思
う

が
、
そ
の
辺
に
つ
い
て
お
聞
か

せ
い
た
だ
き
た
い
。

し
て
い
き
た
い
。

固

障
害
者
の
雇
用
率
が
全
国

固
災
害
時
の
避
難
場
所
の

耐
震
化
を

園

実
施
計
画
の
中
で
検
討
中

中

6
月
末
に
県
の
財
団
よ
り
指

導
を
受
け
た
。
耐
震
化
に
向
け

て
実
施
計
画
の
中
で
、
ど
の
よ

う
な
形
で
行
う
か
協
議
中
で
あ

る。固
郡
内
に
大
型
病
院
で
国
保

値
上
げ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
明
確
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

全
て
の
議
員
は
そ
の
場
に
い
た
。

自
覚
し
て
い
た
。

6
月
議
会
で

平
成
日
年
度
国
保
税
の
赤
字
の

穴
埋
め
(
一
億
二
千
万
円
余
)

を
全
会
一
致
で
可
決
し
て
い
る
。

ゐh

障害者とのふれあいバーベキュー大会

陳
情
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
後
の
経
過
は
。

国

近
隣
町
な
ど
を
調
査
し、

研
究
中
で
あ
る
。

固

精
神
障
害
者
家
族
会
か
ら

提
出
さ
れ
た
「
コ
ロ

ニ
ー
」
の

建
設
の
請
願
書
が
昨
年
、
議
会

で
採
択
さ
れ
た
が
そ
の
後
の
経

過
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

.刀園

問
題
点
も
多
/
¥
早
期
実

現
は
困
難
で
あ
る
が
、

当
面
は

現
有
施
設
の
支
援
で
対
応
し
た

・ν

災害時の対策は万全力、 f



固
園

策参 固障
の加 一一害
ーで障 者
っき害対
とる者策
し 、カ宝 {こ

て条自 つ
、件主い

障整的 て
害備に
者の社
ト施会

少
子
化
対
策
は
喫
緊
の
諌
題

ー
単
独
の
道
を
選
択
し
た
岡
垣

町
に
と
っ
て

国

岡
垣
町
の
出
生
率
は
県
の

統
計
に
よ
る
と
、
遠
賀
郡
内
で

も
一
番
低
い
。
又
、
九
十
七
市

町
村
の
中
で
も
八
十
四
番
目
で

あ
る
。
少
子
化
へ
の
基
本
的
な

考
え
方
は
。

園

勉
強
不
足
で
知
ら
な
か
っ

た
。
少
子
化
対
策
は
町
の
大
き

な
柱
。
有
効
な
施
策
を
さ
ら
に 障

害
者
ト
イ
レ
の
改
善
を

弘

改
修
計
画
を
立
て
て

実
施
し
た
い

イ
レ
設
備
を
ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト
、

乾
燥
設
備
へ
の
改
善
を
求
め
る
。

酉

町
の
公
共
施
設
等
で
、
障

害
者
ト
イ
レ
は
三
十
三
ケ
所
あ

り
、
ウ
ォ
シ
ユ
レ
ッ
ト
設
備
が

あ
る
の
は
十
一
ケ
所
で
、
そ
の

内
十
ケ
所
が
乾
燥
設
備
も
あ
る
。

未
整
備
ト
イ
レ
の
改
善
は
、

設
置
目
的
、
管
理
面
、
改
修
計

平山陽子

検
討
す
る
。

回

目
年
度
か
ら
開
始
さ
れ
た

出
産
資
金
貸
付
事
業
(
国
保
加

入
者
対
象
)
は
遠
賀
、
水
巻
町

は
凶
年
度
よ
り
開
始
さ
れ
て
い

る
が
何
故
遅
れ
た
の
か
。

国

重
要
性
を
認
識
不
足
だ
っ

た。
園

地
域
で
子
育
て
を
支
援
し

て
い
く
こ
と
を
ど
う
捉
え
て
い

る
か
。

国

社
会
的
な
責
任
の
も
と
に

西田

固
な
ど
調
査
し
、
必
要
な
個
所

か
ら
改
善
を
考
え
て
い
く
。

国

一
ケ
所
改
善
す
る
費
用
は
。

固

十
万
円
程
度
。

固

早
急
な
改
善
を
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

園

改
修
計
画
を
立
て
、
障
害

者
計
画
の
理
念
に
則
っ
た
施
策

を
果
し
て
い
き
た
い
。

-向，
h
x
r

、Hvh
，b晶
、

d
o
，b

地
域
で
育
て
て
い
く
。
子
ど
も

会
や
老
人
会
が
活
躍
し
て
お
り
、

子
育
て
へ
の
認
識
が
高
ま
っ
て

い
る
。

圏

核
家
族
化
し
て
い
る
中
で

密
室
育
児
、
子
育
て
不
安
の
結

果
、
虐
待
等
の
社
会
問
題
に
な
っ

て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
母
親
を

地
域
に
引
っ
張
り
出
す
必
要
が

あ
る
。
視
察
に
行
っ
た
近
江
八

幡
市
は
公
民
館
単
位
で
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
子
育
て
を

止 E薗 4.尉邑.1=1 

が ー併
決合 同
定併 題
し協に
た議 つ
。会 い

の で
解
散

廃 4町合併について、 26回の協議会が開催された

私
は
、
住
民
投
票
の
結
果
を

尊
重
さ
れ
た
、
町
長
、
全
議
員
、

合
併
協
議
会
委
員
の
み
な
さ
ん

に
敬
意
を
表
明
す
る
。

ま
た
私
は
、
今
度
の
住
民
投

票
が
住
民
自
治
の
観
点
か
ら
、

町
民
の
み
な
さ
ん
も
含
め
て
一

つ
の
画
期
を
な
し
た
と
思
う
。

今
後
は
、
大
変
厳
し
い
財
政

が
強
い
ら
れ
る
が
、
住
民
参
加
・

参
画
の
ま
ち
づ
く
り
を
、
一
層

す
す
め
て
頂
き
た
い
。

国

住
民
投
票
率
果
、
合
併

反
対
が
多
数
を
占
め
た
。

そ
の
結
果
を
尊
重
し
議
会
の

皆
さ
ん
の
理
解
を
得
な
が
ら
、

合
併
協
議
会
で
離
脱
を
表
明
し
、

解
散
を
決
定
し
た
。

今
後
は
各
町
の
特
性
に
応
じ

た
ま
ち
づ
く
り
が
行
わ
れ
、
そ

の
過
程
で
各
町
が
協
調
し
な
が

ら
、
住
民
福
祉
の
向
上
に
更
な

る
努
力
を
す
る
と
と
も
に
、
広

域
事
務
組
合
で
も
4
町
の
住
民

の
方
々
の
生
活
に
密
着
し
た
課

題
に
、
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い

か
ね
ば
と
、
決
意
し
て
い
る
。

品、
d
o
，b
o
、Ax
q
'
h
x
y
d
白，b
o
、d
A

，b
o
、d
内，b
v
、。
?
6
0
、A
X
リ'"。、
d
q
'
h
v
、交
7
0
p
d

支
援
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な

因

子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ

き
め
細
か
な
取
り
組
み
が
い
る
。
く
り
の
一
つ
と
し
て
、
庁
舎
等

国

研

究

す

る

。

公

共

施

設

内

に

授

乳

室

を

設

け

固

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
て
は
ど
う
か
。

(
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

園

医
務
室
や
休
憩
室
で
今
、

一
時
預
か
り
等
)
の
取
り
組
み
対
応
し
て
い
る
。

を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

固

こ
と
わ
っ
て
使
用
す
る
性

単
費
で
は
志
免
町
や
古
賀
市
格
の
も
の
で
は
な
い
。
そ
こ
に

が
早
く
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
子
育
て
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
と
い

が

。

う

こ

と

が

大

切

で

は

な

い

の

か

。

園

先
進
地
を
参
考
に
今
後
検
又
そ
の
よ
う
な
細
か
な
取
り
組

討

す

る

。

み

を

実

行

し

て

い

く

た

め

に

、

女
性
職
員
を
中
心
と
し
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
作
っ
て
は

ど
う
か
。

国

こ
ど
も
未
来
課
で
対
応
し

て
い
く
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
の

取
り
組
み
は

園
先
進
地
を
参
考
に
検
討
す
る

固

子育て支援の取り組みで豊前市を視察

B‘ 



住
民
投
票
の
結
果
に
基
づ
〈
、

こ
れ
か
ら
の
町
づ
〈
り
を
問
う

固

町
民
提
案
で
議
会
に
提
案

さ
れ
た
住
民
投
票
条
例
が
全
員

一
致
で
可
決
さ
れ
住
民
投
票
が

実
施
さ
れ
た
。

住
民
投
票
の
結
果
の
尊
重
は

直
接
住
民
に
意
思
確
認
を
求
め

た
者
の
責
任
で
あ
り
、
議
会
も

結
果
の
尊
重
は
当
然
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
〈
り
の

考
え
は

ヨ
週
こ
れ
か
ら
も
住
民
参
画
に
よ
る

E
臨
ま
ち
づ
〈
り
を
進
め
て
い
ぐ

い
る
が
、
住
民
投
票
の
結
果
と
と
が
必
要
で
あ
る
。

町
の
団
体
意
志
、
住
民
が
望
む
そ
の
為
に
も
今
回
行
っ
た
住

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
民
参
加
の
考
え
方
と
手
法
を
、

い

て

答

弁

を

求

め

る

。

総

合

的

・
体
系
的
に
す
る
為
に

住
民
投
票
は
住
民
自
治
意
識
地
方
自
治
の
理
念
の
明
確
化
と

高
揚
の
機
会
と
な
り
住
民
参
加
自
治
体
の
活
動
の
あ
り
方
を
示

の
ま
ち
づ
く
り
が
進
ん
だ
。
こ
す
自
治
基
本
条
例
の
制
定
に
求

れ
か
ら
自
立
し
た
ま
ち
づ
く
り
め
る
。

を
進
め
る
た
め
に
は
町
、
町
議

園

私
は
住
民
投
票
の
結
果
を

会
、
住
民
が
力
を
あ
わ
せ
る
こ
尊
重
し
、
議
会
の
理
解
を
得
て
、

固

自
分
の
思
い
と
反
対
の
結
果

が
出
て
も
、
住
民
の
判
断
を
尊

重
す
る
の
は
当
然
で
あ
る
。

こ
れ
は
自
分
の
信
念
を
変
え

る
こ
と
を
意
味
し
な
い
し
、
そ

れ
を
求
め
る
も
の
で
も
な
い
。

住
民
の
判
断
に
従
っ
て
全
力
を

尽
く
す
の
が
政
治
家
で
あ
る
。

町
長
は
議
会
の
同
意
を
得
て

す
で
に
団
体
意
思
を
表
明
し
て

9
月
日
日
の
合
併

協
議
会
で
、
離
脱

を
表
明
し
合
併
協

議
会
の
解
散
が
決

ま
っ
た
。
今
後
は

住
民
参
画
型
行
政

を
進
め
、
今
後
の

ま
ち
づ
く
り
の
課

題
を
行
政
と
住
民

が
共
通
認
識
で
き

る
関
係
を
確
立
し

て
い
く
こ
と
が
住
民
の
望
む
ま

ち
づ
く
り
と
考
え
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
も
住
民
参
画
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
努
め

め
る
。

地
域
間
格
差
に
つ
い
て
の

対
策
は

ヨ
地
域
の
環
境
整
備
を

E
図
っ
て
い
〈

け
と
な
っ
て
い
る
。
ま
し
て
国

道

4
9
5
号
線
が
通
っ
て
い
る
、

内
浦
地
区
で
は
、
コ
ン
ビ
ニ
の

閉
鎖
、

J
A
遠
賀
内
浦
出
張
所

が
統
廃
合
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
、

過
疎
化
が
進
行
中
で
あ
る
。

J

A
の
金
融
機
関
が
な
く
な
れ
ば

西
部
地
域
の
住
民
は
中
部
東
部

ま
で
行
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

又
、
公
共
交
通
機
関
の
格
差
も

あ
る
。
賑
わ
い
の
あ
る
拠
点
作

固

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
行
政
サ
ー

ビ
ス
提
供
に
つ
い
て

国

岡
垣
町
西
部
地
域
の
現
状

は
、
農
漁
業
の
低
迷
、
海
水
浴

場
の
賑
わ
い
・
も
過
去
の
話
と
な

り
、
現
在
春
祭
り
の
一
時
期
だ広海市津

り
の
環
境
整
備
は
、
町
の
仕
事

で
あ
る
わ
け
で
町
と
し
て
施
策

は
あ
る
の
か
。

園

主
要
産
業
で
あ
る
農
漁
業

の
振
興
、
自
然
環
境
を
保
全
し
、

産
業
振
興
を
図
る
た
め
に
、
農

漁
業
集
落
排
水
事
業
に
着
手
し

て
い
る
。
今
後
は
西
部
公
民
館

を
、
拠
点
と
し
た
住
民
票
等
の

自
動
交
付
機
を
設
置
し
地
域
間

格
差
是
正
を
行
い
活
性
化
に
努

農・漁業の振興が急がれる

今
後
の
ま
ち
づ
〈
り
の
方
向
性

に
つ
い
て

ー
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
す
る

為
の
具
体
策
は
何
か
。

国

四
町
合
併
し
て
い
れ
ば
、

国
や
県
の
財
政
支
援
受
け
叩
年

間
で
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
基

盤
を
整
備
す
る
こ
と
が
で
き
、

ま
た
広
い
区
域
内
で
確
保
さ
れ

る
地
域
資
源
と
人
材
、
財
源
な

ど
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
。
そ

し
て
各
町
共
通
の
行
政
経
費
を

削
減
す
る
こ
と
に
よ
り
新
市
の

住
民
に
適
正
な
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
効
果
が
あ
り
最
大
の
行
政
改

「

鳥

"・
醐醐

・

醐嗣岡山fdi!"
・ ・ " ・・

る
と
と
も
に
、
ご
質
問
の
自
治

基
本
条
例
は
調
査
・
研
究
、
検

討
に
値
す
る
と
考
え
て
い
る
。

品、d
a
，b
o
、。白，
b

白、。

革
で
あ
っ
た
。
し
か
し
合
併
が

無
く
な
っ
た
今
、
国
や
県
の
支

援
を
受
け
る
こ
と
な
く
独
自
の

努
力
に
よ
り
住
民
の
福
祉
を
守
っ

て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
く
、

三
位
一
体
の
構
造
改
革
が
進
む

中
、
今
ま
で
ど
う
り
の
住
民
サ
ー

ビ
ス
が
維
持
で
き
る
の
か
、
維

持
で
き
る
と
す
れ
ば
、
具
体
的

な
方
策
が
あ
る
か
。

園

現
在
第
三
次
行
政
改
革
推

進
計
画
に
基
づ
き
進
行
中
で
あ

る
が
、
庁
舎
内
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
l
ム
を
編
成
し
、
早
急
に

今
ま
で
に
な
い
大
行
財
政
改
革

に
取
り
組
む
。

a 
岡垣町のまちづくり計画



国
の
押
し
付
け
合
併

(そ
の
5
)

固

住
民
投
票
結
果
と
町
長
の

政
治
姿
勢
は
、
今
日
テ
レ
ピ
な

ど
で
報
道
さ
れ
て
い
る
プ
ロ
野

球
の
合
併
問
題
と
、
国
の
押
し

付
け
て
い
る
市
町
村
合
併
と
は

共
通
点
が
あ
る
。

ω経
営
赤
字
、
国
の
大
赤
字

ω野
球
選
手
と
野
球
フ
ァ
ン
を

地方財政の充実・強化を求める意見書の提出に関す

る請願書

(全員賛成)

請 願者 自治労岡垣町職員労働組合委員長

上部 龍二

完
全
に
無
視
、
市
町
村
の
歴
史
、

住
民
が
築
き
上
げ
た
特
性
を
無

視
し
て
一
律
的
に
合
併
を
押
し

付
け
た
こ
と
で
あ
る
。

ω経
営
者
も
政
府
も
財
政
赤
字

に
対
し
て
経
営
責
任
、
行
政
責

任
を
だ
れ
も
取
ら
な
い
こ
と
、

合
併
だ
け
を
押
し
付
け
た
。

町
長
の
答
弁
を
求
め
る
。

園

住
民
の
総
意
を
確
認
す
る

目
的
で
住
民
投
票
を
実
施
し
た

結
果
を
尊
重
し
て
、
合
併
協
議

会
で
結
果
を
表
明
し
、
そ
の
後

合
併
協
議
会
は
解
散
を
決
定
し

康一勢屋紹介議員

園 |確急
先立務
前|は玄

護 I ~
造 |行
改 | 政
芋 |体
主 |制
定 | のめ |
る

固た。
固

町
第
4
次
総
合
計
画
を
自

治
体
制
確
立
に
つ
い
て
、
国
は

地
方
分
権
、
三
位
一
体
の
行
財

政
改
革
を
打
ち
出
し
た
。
し
か

し
一
方
で
は
交
付
金
、
補
助
金

の
削
減
を
地
方
自
治
体
に
押
し

付
け
て
い
る
。
地
方
自
治
の
本

旨
に
よ
る
行
政
体
制
の
確
立
は

信次木原

急
務
で
あ
る
。
ま
た
町
行
政
の

政
務
力
、
企
画
力
、
執
行
姿
勢

と
町
政
治
の
地
力
な
ど
が
問
わ

れ
て
く
る
。
町
長
の
答
弁
を
求

め
る
。

圏

第
4
次
総
合
計
画
を
支
え

る
基
本
体
制
と
し
て
、
住
民
と

行
政
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
推
進
を
目
指
し
、
住
民
自
治

の
確
立
を
掲
げ
て
い
る
。
地
方

財
政
の
危
機
に
対
し
て
、
効
率

的
行
政
運
営
の
た
め
行
財
政
構

造
改
革
を
進
め
る
。
そ
の
た
め

に
組
織
機
構
の
検
証
、
職
員
の

政
策
形
成
能
力
の
向
上
の
た
め

幅
広
い
分
野
を
対
象
に
行
政
内

に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ

最
重
要
課
題
と
し
て
取
り
組
み

た
い
と
考
え
て
い
る
。
住
民
参

!画
、
住
民
自
治
環
境
の
形
成
に

継
続
し
て
取
り
組
む
考
え
で
あ

る。

郵政事業の民営化に関する意見書提出の陳情書

(全員賛成)

陳情者郵政退職者九州連盟筑前東部地区会代表

花田司

〈意見書要約〉

郵政事業の民営化に関する意見書

政府は構造改革の一環として、経済財政諮問会議

に郵政民営化を検討するように示し、この秋をめど

に最終報告を取りまとめる方向で進めている。しか

しこのまま郵政事業が民営化されれば、競争原理を

基本とする民営化においては、収益が重視されるこ

とは当然であり、各種料金の値上げや郵便局の統廃

合が実施されることは必定であります。これにより

国民に与える影響ははかり知れません。

したがって、国民の利便性を確保するためにも郵

政事業の現状の経営形態を維持されるよう強く要望

します。

平成16年 9月27日
衆議院議長 河野洋平

参議院議長 扇 千景

内閣総理大臣小泉純一郎

外3大臣宛

殿

殿

殿

信次木原岡垣町議会議長

行財政構造改革が進められる

く意見書要約〉

地方財政の充実・強化を求める意見書

昨年度の「三位一体」の改革は、国庫負担金の削

減に対して税源移譲が少額にとどまったことや、地

方交付税についても大幅に削減された。新年度予算

編成の基調が、国の財政赤字の地方への押し付けと

なるようなことは許されない。したがって17年度の

予算額は、地方の意見を充分に聞いたうえで対応し、

税源移譲、地方の自立を確保するとともに、国庫補

助負担金削減に見合う税財源移譲すること。また地

方交付税制度の財源保障と財政調整の機能を堅持し、

地方交付税の総額は確保すること。

平成16年9月27日
内閣総理大臣小泉純一郎殿

総 務 大 臣 麻生太郎殿

財 務大臣谷垣禎一殿

岡垣町議会議長



豊前市の障害者地域生活支媛センター「すずの家」

すずの家は元郵便局の建物でスタッフは常駐されている。

PFI事業 (公共施設の建設、維持管理等を民聞の資金・

経営能力で行なう)で学校と市民施設が一体となって建設

されている。

f 

鹿児島県野田町
野田町は19の集落を対象とした野園地区農業集落排水処

理施設は農業総合整備モデル事業として52年に着手された。

⑫ー@ー@ー@

四
年
間
話
し
合
わ
れ
た
遠
賀
市
実
現
構
想
も
住
民
投
票
の
結
果
}

瞬
に
し
て
頓
挫
し
た
。
昭
和
臼
年
に
、
「
遠
賀
郡
の
将
来
を
考
え
る
調

査
委
員
会
」
が
発
足
。
平
成
日
年
に
は
任
意
協
議
会
へ
。
し
か
し
、

平
成
日
年
に
芦
屋
町
が
離
脱
。
翌
平
成

H
年
に
芦
屋
町
で
住
民
投
票

が
あ
り
、
賛
成
多
数
と
な
り
協
議
会
の
設
置
が
決
定
。
芦
屋
町
の
住

民
も
、
「
今
度
こ
ぞ
と
期
待
を
寄
せ
て
い
た
。
」
と
伺
っ
て
い
た
。
合

併
相
手
の
住
民
の
願
い
を
、
岡
垣
町
の
住
民
の
手
で
拒
否
し
て
し
ま
っ

た
。
失
敗
の
本
質
は
な
に
か
。
住
民
に
対
す
る
情
報
提
供
に
蹴
紙

(
そ
ご
H
く
い
ち
が
い
)
が
あ
っ
た
。
今
回
の
住
民
投
票
の
判
断
材
料

と
し
て
、
公
共
料
金
(
上
下
水
道
代
・
国
民
健
康
保
険
税
)
が
値
上

が
り
す
る
と
の
誤
っ
た
情
報
が
一
人
歩
き
し
た
き
ら
い
が
あ
っ
た
。

(
多
数
の
人
か
ら
聞
い
て
い
る
。
)
こ
の
点
を
、
連
合
審
査
会
や
一
般

質
問
で
、
町
長
は
指
摘
さ
れ
(
保
険
料
の
値
上
げ
に
関
し
て
)
『
来
年

度
に
も
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
へ
諮
問
(
し
も
ん

H
相
談
す
る

こ
と
。
〉
を
行
わ
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。
』
と
答
え
て
い
る
。
つ

ま
り
、
合
併
す
る
か
ら
檀
上
げ
、
合
併
し
な
け
れ
ば
値
上
が
り
し
な

い
の
で
は
な
く
、
町
単
独
で
あ
ろ
う
が
、
岡
垣
町
の
国
保
会
計
の
大

幅
な
赤
字
の
前
に
は
、
値
上
げ
を
住
民
の
皆
様
に
お
願
い
す
る
し
か

な
い
状
況
で
あ
り
な
が
ら
、
法
定
協
議
会
で
の

4
年
後
の
調
整
・
統

一
と
い
う
字
句
に
拘
泥
す
」
う
で
い

H
と
ら
わ
れ
す
ぎ
)
料
金
等
が

「
(
値
段
が
)
あ
が
る
」
と
説
明
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
「
統
一
」
と
は
、

事
務
事
業
の
統
一
で
あ
り
、
こ
こ
で
の
人
件
費
の
消
滅
、
国

・
県
か

ら
の
合
併
し
た
場
合
に
交
付
さ
れ
る
一
ニ

O
数
億
円
(
返
済
し
な
く
て

も
よ
い
)
を
あ
て
る
事
も
で
き
た
。
合
併
特
例
法
で
は
、
別
々
料
金

(
不
均
一
料
金
)
も
当
面
認
め
て
い
る
。
視
察
先
の
岩
手
県
北
上
市
で

は
、
長
年
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。
と
も
あ
れ
、
「
今
を
生
き
る
人
間
に

は
未
来
を
築
く
責
任
が
あ
る
。
」
と
述
べ
本
稿
を
終
わ
り
た
い
。
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委
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委
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委
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委
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大
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良清和

治弘欝資男
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